
旧若杉小学校跡地の本格活用に関するワークショップ（第２回）

対話・検討のポイントと、他都市の事例

どうやって考える？
何を想像する？

ワークショップや市民対話では、多様な意見が出てくる

「これがほしい」「どれが足りない」「あれを解
決しないと」「それをやったらいい」・・・

議論の的が絞られなければ、様々な事象について、
参加者の数だけ、要望や課題意識に基づくたくさ
んの意見が出てくる。

相模原市光が丘地区ですすめる「将来の廃校の活用事前検討」

将来の廃校（＝資産）活用を先回りして考える取り組み



当初から市民参画で議論をすすめる。まずは基本構想。

※今後の検討状況等により、スケジュールは変更となる場合があります。

これまでは、令和３年度市民対話ワークショップなどの成果を踏まえ、
基本理念や方針などを掲げた基本構想を策定しました。

令和４年度以降は、基本計画の策定に向けた検討を行うなど、実行性を
考慮しながら、計画の具体化や実施内容の精査を行い、施設の利活用が
スムーズに行えるように事業を実施します。
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• R3年度の市民対話ワークショップとオープンハウス（コミセンやショッピ
ングセンター等でPRし意見をもらう）等を経て、まずは基本構想を作成。

• 続いて、R4年度に、その施設の事業の骨格を決める基本計画に向けて、さ
らに市民検討会を開催。

• 基本構想で浮かび上がった“使い手の主役”である「子ども・若者」の声を
聞くため、こどもワークショップも企画・開催。

議論を経て出てきたキーワードとコンセプト

光が丘ランドマーク

・地域の中心として公民館と一体化利用
・ふれあいゾーン(誰でも自由に使える場所)
・共有スペース(災害時は避難場所に)
くすの木周辺を広場に
→ランチルームやテラスで食事をしたり、
キッチンカーを入れる

体育館横や校舎内トイレ
→災害時に簡易トイレとしても使用出来るよ
うに洋式に変更する
防災倉庫の増設
→移動可能なコンテナ倉庫を用意し、防災用
品の増量に備える

校庭の具体案①
→緊急時に防災公園となるように、かまどべ
ンチの設置や地面の凹凸を解消する

くすの木のライトアップ等
→保育園園児の成長を感じながら、春夏秋冬
に応じた飾り付けやイベントを行う

家庭科室
→通常は料理教室やカフェの調理場等に利用
し、緊急時は避難所の炊事場となる

校庭
→防災面での利用に加え、公園のようにみん
なが集まれるフリースペースに！

校庭の具体案②
→桜を残してお花見をしたりキャンプ場や運
動場として利用したい

地域の主要拠点 ～子供から大人までが集まれる場所に～

施設名・コンセプト

・地域の皆さんが笑顔になれる場所、憩いの場
・久しぶりに会う人と会話が出来る場
・多世代交流の場「スクランブルスペース」

「光が丘スクエア」「青葉くすの木ホーム」

＊事務所に受付窓口を設けて、駐在してもらう
地域ボランティアを募る。

＊ふれあいゾーンは、事業者(パン屋など)に運営
してもらう。
(例) 松ヶ丘園、OHANA BAKE

＊学習支援教室は、社会福祉協議会や地域の中
高生、大学生が運営する。

＊陽光園と保育園の専用スペースをはっきりさ
せるために、壁の色を分ける。(共有か専用か
が分かりやすいと一般の方も利用しやすい。)＊最初は行政(公的補助金)で賄う。

→その後は、学校施設の再活用を大きく
宣伝し、クラウドファンディングで資
金を募集する。

→民間企業の協賛金も検討する。

＊手作り出来るものは自分達で作成する。
例えばかまどベンチの材料には、相模
原市の森林の間伐材や廃材を使用して
コストを抑える。

＊地域の皆が防災公園の掃除や見守りを
行う。

空間利用のアイデア

実現に向けたアイデア

目指す未来像
自分たちにできること

お金をどうするか

運営をどうするか

思い出の教室・学習支援教室
→卒業制作等を展示したり、学習支援ができ
る諸室を設置する

市民対話ワークショップ成果
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Aグループ

一体化利用
公民館で
一部利用

・屋上に太陽光パネルの設置
・体育館とプールの一体化 ・校庭の多目的利用

避難所利用

Ｂ棟再編
Ｂ棟にまとめる

Ｋusunoki Bグループ
施設名・コンセプト

＊学習支援ルームでは、近隣の大学生にリモート
参加してもらうなど運営方法を工夫する。
＊体育館とプールの一体化利用については、民間
のダンススクールやスポーツジムに活用しても
らう。

空間利用のアイデア

実現に向けたアイデア

話し合いで意識したこと

Ａ棟

Ｂ棟

Ｃ棟

校庭

くすの木

１階
ランチルーム
キッチン
和室など

２階
学習支援室
多目的室
資料室など

＊校庭にキッチンカーを設けて、地域の飲
食店がランチルームと連携したり、フリ
マなどの地域のイベントを開催して、賑
わいを生む。
→運営費や追加投資に充てる。

お金をどうするか運営をどうするか

体育館で運動・コンサート
→使用したい人のために貸し出し、可動する
イスや防音ネットを設置して、コンサート
やダンス等が出来るようにする。

校庭の避難所利用
→イベント用・災害時用電源盤を設置する災
害時にも利用できるフリーWi-Fiを設置

誰でも利用できる子ども食堂・学習支援・地
域活動・居場所
→Ｂ棟１Ｆにランチルーム

広い校庭の活用
→防音工事をしてコンサート会場に
→休日にはキッチンカー
→住民専用のゴルフの打ち放し場

プール
→体育館とプールを一体化し、１Fをプールに
２Fを体育館に。プール撤去するなら地下に
貯水槽を

公民館の土地を陽光園で利用小学校の土地を
公民館、地域への利用

・ＯＮＥＴＥＡＭ 楽しく！ つながる！

※ 参加者が欠席だったため、テーブルファシリテーターである大学
生と市職員が、Bグループの思いを汲みながらワークしました。

屋上に
太陽光パネル

（光が丘公民館）

光が丘公民館
を跡施設へ 陽光園or保育園

に活用

駐車場＆
コインパーキング

校庭にイベント・
災害時用電源盤の設置

体育館

市民対話ワークショップ成果

設備などの充実

給食室

・自由度を持ってつながる 17

• 子ども・若者が主役
• 地域の防災拠点

• 療育園とのつながり
• 隣接公民館との連携

主役・連携資産・地域の関わり方など、議論の骨格が完成

基本理念 及び 方針（視点）

再編施設の機能及び規模
療育センター陽光園

の機能
「相模原市立療育センター再整備基本計画」に基づき、
必要な機能を検討します。

陽光台保育園
の機能

従来の保育園機能に加え、医療的ケア児等の受け入れ機
能の追加を検討します。

防災機能 災害時の一時避難場所、避難所等としての機能を検討し
ます。

市民活動機能
市民対話ワークショップの成果を踏まえて、地域に必要
な機能や、隣接する光が丘公民館との一体的な取組（繋
がり・複合化など）を検討します。

※再編後に発生する未利用資産は、公共施設
の保全・利活用基本指針に則り、売却、貸付
などによる財源確保を図り、施設の改修費な
どの原資としても活用します。

 現療育センター陽光園及び現陽光台保育園の規模で
想定した場合、諸室面積は約３，５００㎡となり、
青葉小学校の約６５％を利用することになります。
今後、施設機能の精査を行い、各機能の諸室面積を
定めます。

市民対話ワークショップの成果等を踏まえ、本事業の実現に向けた基本構
想として、基本理念と方針などをまとめました。

光が丘ランドマーク
～ 子ども達がつくり 活躍し ずっと続いていく

共にささえあい みんなが笑顔になれる
陽だまりのような場所 ～

基本理念

１. 地域とともに子どもを育む拠点として活用します
２. 災害時の拠点として活用します
３. 地域の魅力やゆるやかな繋がりを大切にします
４. 青葉小学校のストックを大切にします
５. 時代に即したやさしい施設にリニューアルします

方 針

機能性

利用しやすさ・
やさしさ
防災・災害

地域・学校の歴史

交流・賑わい

市民対話
ワーク
ショップ

再編に向けた
キーワード

基本構想
機能等

再編施設
の規模
及び
機能

オープンハウス

公共施設マネジメント
推進プラン等の関連計画

光が丘地区学校跡施設（青葉小学校）利活用基本構想（R４．８）

地区の住民、地区の資産を俯瞰して、「誰が主役か」「どん
な資産とつながるか」 「地域はどう関わるか」、話題の中心
の小学校施設の利活用の“ビジョン”を描く。

『誰』を想像しながら
• そのテーマで「誰が主役」になるか、想像しよう

– 一旦、自分の視点を取り払って、設定したテーマの中で主
役になる「誰」を思い浮べる。

– 「誰」になりきって、どんな場所・空間だったらワクワク
するか、楽しめるか、テーマに叶うか、できるだけ具体的
に想像してみる。

• そこに「自分」がどう関われるか、考えよう
– 「誰」のために「自分」ならどう関われるか、考える。
– 場合によっては、自分よりも強力な「誰か」がいる可能性
も。行政かもしれないし、隣人かもしれない。「任せる」
ことも恐れずに。



公共用地の利活用事例
• 用途：複合施設（公園、子育て、教育、市民活動、文化芸術活動）
• 敷地面積：9,222m²、延床面積：4,320m²

• 1970年に竣工した立川市役所第2庁舎を改修し、子育て、教育、市民活動、文化芸術
活動を支援しながら、イベント実施などによって地域のにぎわいを生み出す。築43年
の建物(第2庁舎)の再利用によるストック活用のアイディアを、PPP(公民連携)という
事業手法を活用し再整備した。第1庁舎は老朽化が進行していたため解体し、駐車場
と芝生広場へ。

• 管理運営は、各機能のノウハウを持った民間事業者によって行われている。

他都市の事例：
立川市子ども未来センター（庁舎➔複合施設）

既存施設
活用＋解体

この事業の
ポイント

• 立川市庁舎の移設に伴い、旧庁舎を一部解体、一部改修した公共施設。
• 子育て支援施設や「まんがぱーく」などが入り、立川市のグランドデザイン
事業の第１ステージとして、第２庁舎の改修利用と第１庁舎解体後の遊休地
を活用する事業。

画像：https://mangapark.jp/

• 用途：複合施設（市民活動・交流、文化財収蔵・展示）
• 敷地面積：21,901m²、延床面積：4,933m²

• 1983年に竣工した多摩市立北貝取小学校を改修した複合施設。
• 多摩市では廃校になった複数の学校施設の暫定利用を認めていた。施設老朽化に伴い、
それらは順次、暫定利用を終了していったが、一校だけは市民活動のための拠点とし
て、文化財収蔵機能との複合施設として再整備した。

• 市民ワークショップの中で見つかった「利用者・団体も運営に関わるべき」という精
神が、事業者選定や運営協議会の設置等に生かされている。

他都市の事例：
多摩市KITAKAIさんぽ館（小学校➔複合施設）

この事業の
ポイント

• 廃校後に市民活動の暫定利用の場のひとつだった旧小学校施設を、市民活動
拠点＋文化財保存の施設へと改修した公共施設。

• 利用団体や周辺住民と市民ワークショップを重ねて基本方針を策定。ワーク
ショップの中で見出した課題解決を、事業者選定（指定管理）に活かした。

既存施設
活用

• 用途：広場、地区会館、児童館、児童発達支援事業所
• 敷地面積：5,666m²、延床面積：2,989m²

• 花見堂小学校は1959年に創立。2012年に統合提案があったが、単独閉校を選択。
• 地域で果たしてきた「子どもが集う場」「地域コミュニティの核」「地域防災機能の
拠点」という役割を担い継承する施設。

• 施設立ち上げのワークショップにも積極的に参加してきた個人や花見堂小学校の体育
館や校庭を活動拠点としていた団体による「さくら花見堂の会」が世田谷区と協定を
結び、運営している。

他都市の事例：
世田谷区さくら花見堂（小学校➔複合施設）

既存施設
解体

この事業の
ポイント

• 区立花見堂地区会館、区立代田南児童館、ほわわ花見堂（児童発達支援）か
らなる複合施設。

• 2012年に閉校決定してから8年間で30回におよぶワークショップを開催し、
区民と行政とが協働して構想をつくった。運営にも、当時参加していた区民
や団体が参画している。

画像：https://www.nakajimax.co.jp/projects/detail/post-4531/



• 用途：芝生広場、災害対策拠点、カフェ
• 敷地面積：17,000m²、延床面積：1,635m²

• 火災の延焼を防ぐシラカシによる防火樹林帯などのある、区内最大の防災機能を備え
た公園。

• 首都直下地震等の大規模災害の発生時には、豊島区の災害対策拠点として機能する他、
平時から物資集積拠点運営訓練や「としまDOKI DOKI 防災フェス」の開催など、地域
の防災力を高める活動の場に。

• 跡地の残りは、東京国際大学キャンパス＋としまキッズパークを整備。

他都市の事例：
豊島区イケ・サンパーク（造幣局庁舎➔防災公園）

既存施設
解体

この事業の
ポイント

• 造幣局の硬貨を作る工場の跡地を、生活につながる場へ転換。
• 単なる広場としての公園ではなく、多彩な魅力が溢れるこの地域で様々な活
動を行い、区民と一緒により良い暮らしを育む新しいカタチの公園に。

画像：https://www.ur-net.go.jp/aboutus/publication/web-urpress63/special1.html , https://www.nissoken.co.jp/news/4087

• 用途：農をテーマにした複合施設（農体験・学習、調理、飲食、健康、交流、など）
• 敷地面積：2,915m²、延床面積：1,635m²

• 老朽化した総合自治会館の移転に伴う跡地等活用事業。ニヶ領用水に隣接する立地を
活かした緑豊かな居心地のよい空間の創出や、多世代が集い、交流し、多様なアク
ティビティを促す空間として活用。

• コンセプトは「誰もが健康にいのちを育む～武蔵小杉のふるさと」。“農”シェアリン
グファーム（トレファーム)）、“食”アウトドアダイニング、“健康”ウエルネスリビン
グの観点からそれぞれ事業展開を行う。

他都市の事例：
川崎市KOSUGI iHUG（総合自治会館➔複合施設）

既存施設
解体

この事業の
ポイント

• 総合自治会館跡地の活用について、住民との意見交換や事業者へのサウン
ディング調査を実施し、土地利用方針を策定。

• 野菜や果物を育て、収穫し、そして食する。広々とした芝生広場などでは、
世代を超えた交流を育む各種イベントを開催。


